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英語名： Ventricular tachycardia 

同義語：なし 
 
 
Ａ．患者の皆様へ 
 

 

 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるものではありません。た

だ、副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、

早めに「気づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、

本マニュアルを参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副

作用の初期症状」があることを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡

してください。 
 

お薬を服用中に、不整脈が発生することがあります。また、不

整脈を治療するための薬により、ときに不整脈を悪化させたり、

新たな不整脈を引き起こしたりすることがあります．  

お薬を服用中に、「めまい」、「動悸
ど う き

」、「胸が痛む」、「胸部の不快

感」のような症状がみられた場合には、危険な不整脈の初期症状

の可能性がありますので、すぐに医師・薬剤師に連絡してくださ

い。 

また、「意識消失」、「失神」、「けいれん」のような副作用が起こ

る可能性があることをあらかじめ家族等に知らせておき、症状が

みられた場合には、救急車等を利用して医療機関に受診できるよ

うにしておいて下さい。 

心室頻拍 
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１．心室頻
しんしつひん

拍
ぱく

とは？ 
不整脈を治療するためのお薬は、ときに、不整脈を悪化させ

たり、新たな不整脈を引き起こしたりすることがあります．し

かし、今ある不整脈を放置することの方が危険な場合もあるの

で、治療が優先されます。また、不整脈の治療薬以外にも、抗

精神病薬、抗うつ薬のように不整脈を起こす可能性のある薬が

あります。また、一つの薬だけでは起こらなくても、薬の飲み

合わせにより、起こることもあります。 

心室頻拍は不整脈の一種で、本人の自覚症状がないまま正常

に戻り、本人の知らないうちにこれを繰り返すこともあります。 

また、心室頻拍は、突然の意識消失やけいれんを起こすこと

が多く、しかもこれが短時間のうちに回復して反復したり、さ

らには心室細動に移行して突然死へといたる可能性もあります。 
心室頻拍の主な初期症状として、「めまい」、「動悸」、「胸が

痛む」、「胸部の不快感」などが知られています。 
 

２．早期発見と早期対応のポイント 
お薬を服用中に、「めまい」、「動悸」、「胸が痛む」、「胸部の不

快感」のような症状がみられた場合には、危険な不整脈の初期

症状の可能性がありますので、すぐに医師・薬剤師に連絡して

ください。また、「意識消失」、「失神」、「けいれん」のような副

作用が起こる可能性があることをあらかじめ家族等に知らせて

おき、症状がみられた場合には、救急車等を利用して医療機関

に受診できるようにしておいて下さい。 
発作が起こっている時には心電図で確認ができ、発作が起こ

っていない時も特徴的な心電図の変化が認められます。特に、
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不整脈の薬を服用中の場合は、新たな不整脈の可能性がありま

すので、危険な不整脈になる前に心電図のチェックを受けるな

ど、専門医の診察を受ける必要があります。 
受診する際には、服用した医薬品の種類、服用からどのくら

いたっているのかなどを医師に知らせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※  医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、独立行政法人医薬品医療機器

総合機構の医薬品医療機器情報提供ホームページの、「添付文書情報」から検索する

ことが出来ます。（http://www.info.pmda.go.jp/） 

   また、薬の副作用により被害を受けた方への救済制度については、独立行政法人

医薬品医療機器総合機構のホームページの「健康被害救済制度」に掲載されていま

す。（http://www.pmda.go.jp/index.html） 


